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暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

本
年
は
、
年
初
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
、
全
世
界
が
未
曽
有

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
混
乱
の
中
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

吟
界
の
諸
先
生
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
、
三
密
を
守
り
つ
つ
、
お

元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
安
心
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
案
じ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
暑
さ
に
向
か
い
ま
す
。
ご
健
勝
と
併
せ
、
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
二
年　

盛
夏

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

令
和
２
年
度
定
時
総
会
は
令
和
２

年
６
月
26
日
（
金
）、
石
川
県
加
賀

市
加
賀
温
泉
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
、
平
成
31
年
度
事

業
報
告
と
収
支
決
算
及
び
令
和
２
年

度
事
業
計
画
と
予
算
、
役
員
改
選
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し

令
和
２
年
度　

定
時
総
会

　

～
平
成
31
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
と

　
　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承
認
さ
れ
る
～

た
が
、
総
会
が
開
催
出
来
な
か
っ
た

た
め
、
正
会
員
の
議
案
決
議
書
に
よ

る
書
面
表
決
で
承
認
・
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

正
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
号
議
案	
平
成
31
年
度
事
業
報

告
書
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案	

平
成
31
年
度
収
支
計

算
書
案
承
認
の
件

第
３
号
議
案	

令
和
２
年
度
事
業
計

画
書
案
承
認
の
件

第
４
号
議
案	

令
和
２
年
度
収
支
予

算
書
案
承
認
の
件 

第
５
号
議
案	

令
和
３
年
４
月
１
日

よ
り
令
和
３
年
６
月

◇
提
出
議
案
◇

①　
【
参
与
の
選
任
】・
・
・
18
名

　
　

本
間
城
楓　
　

芹
澤
城
征

　
　

海
野
錦
麗
香　

金
子
錦
要

◇
報
告
事
項
◇

30
日
ま
で
の
暫
定
予

算
書
案
承
認
の
件

第
６
号
議
案	

役
員
改
選
承
認
の
件

　

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
の
書
面
表

決
の
結
果
、
各
議
案
と
も
承
認
・
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
６
号
議
案
で
選
任
さ
れ
た
役
員

は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
理
事
】・
・
・
23
名
（
雅
号
で
記
載
）

　
　

今
井　

勝　
　

遠
藤
城
啓

　
　

岡
村
城
司　
　

鍛
治
錦
代

　
　

金
子
城
大　
　

城
戸
城
濤

　
　

草
彅
城
輝　
　

古
賀
城
暎

　
　

後
藤
錦
曜　
　

佐
藤
錦
杲

　
　

佐
藤
城
孝　
　

高
羽
城
幹

　
　

竹
崎
錦
里　
　

土
師
城
晧

　
　

林　

錦
枝　
　

東
本
錦
怜

　
　

西
川
錦
洸　
　

藤
田
錦
信

　
　

堀
川
城
怨　
　

毎
熊
城
明

　
　

村
山
城
機　
　

本
村
錦
香

　
　

吉
本
城
川

【
監
事
】・
・
・
２
名

　
　

増
井
俊
二　
　

岩
田
城
龍

　

な
お
、
理
事
選
出
後
に
臨
時
理
事

会
を
開
催
し
、
会
長
に
城
戸
城
濤
、

副
会
長
に
金
子
城
大
、
専
務
理
事
に

草
彅
城
輝
、常
務
理
事
に
本
村
錦
香
、

土
師
城
晧
、
高
羽
城
幹
、
佐
藤
錦
杲

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

和
田
錦
堯　
　

石
原
城
興

　
　

塩
澤
城
佳　
　

若
月
城
嗣

　
　

宮
川
城
広　
　

土
田
城
紘

　
　

塩
川
錦
晃　
　

沖
浦
城
昭

　
　

山
本
城
勘　
　

吉
澤
城
正

　
　

山
下
城
音　
　

飯
田
城
英

　
　

宮
本
錦
鷹　
　

国
生
城
庵

②　

会
議
開
催
の
報
告

③　

傘
下
団
体
の
認
可
及
び
閉
鎖
の

報
告

④	

組
織
体
長
の
変
更
の
報
告

⑤	

会
員
数
報
告

⑥	

特
別
賛
助
会
員
の
報
告

＊
特
別
賛
助
会
員
（
平
成
31
年
４
月

１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日
）
の

報
告
事
項
に
会
員
名
の
記
載
漏
れ

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
誌
を
お

借
り
し
ま
し
て
訂
正
と
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
道
南　

函
館
朝
市
蟹
商
、

上
野
錦
圭
、
村
上
城
敬

広
島
県　

竹
野
錦
藤
、田
崎
城
三
、

宇
根
錦
永
、
佐
々
木
錦
順
、
豊

岡
錦
敬

山
口
県　

三
好
錦
千
、
三
好
錦

弘
、
山
根
城
聰
、
山
根
錦
綾

福
岡
県　

㈲
ア
サ
ヒ
カ
ー
サ
イ
ン

（
上
岡
城
辰
）

大
分
県　

亀
石
錦
爽　

長
崎
県　

医
療
法
人
康
仁
会
林
医

院
（
林
錦
馨
）

鹿
児
島
県　

七
呂
錦
令
、
早
川
錦

縞

⑦	

団
体
指
導
に
関
す
る
報
告

（
次
頁
へ
続
く
）
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妖
怪
の
中
に
『
流
行
り
病
が
で
た

ら
対
策
の
た
め
に
わ
た
し
の
姿
を
描

い
て
人
々
に
み
せ
る
よ
う
に
』
と

言
っ
た
も
の
が
い
る
と【
ア
マ
ビ
エ
】

が
紹
介
さ
れ
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

　

ア
マ
ビ
エ
は
、
江
戸
時
代
末
期
の

弘
化
３
年
（1

8
4
6

年
）
に
、
現
在

の
熊
本
県
に
出
現
し
た
と
言
わ
れ
る

妖
怪
。
一
日
も
早
い
感
染
終
息
を
祈

り
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

（
令
和
２
年
度
定
時
総
会
第
２
号
議
案
資
料
）

平成31年度　収支計算書
平成31年４月１日から令和２年３月31日

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　事業活動収支の部
　１　事 業 活 動 収 入
　　①　基本財産運用収入 1,698
　　②　入 会 金 収 入 129,900
　　③　会　費　収　入 32,731,250
　　④　事　業　収　入 3,458,702
　　⑤　寄 附 金 収 入 664,787
　　⑥　雑 収 入 97,050

事 業 活 動 収 入 計 37,083,387

　２　事業活動支出
　　①　事業活動支出 19,534,623
　　②　管 理 費 支 出 14,311,038

事 業 活 動 支 出 計 33,845,661

事 業 活 動 収 支 差 額 3,237,726

Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入 0
　２　投資活動支出 800,000

投資活動収支差額 △800,000

Ⅲ　財務活動収支の部 0

Ⅳ　予備費支出 0

当 期 収 支 差 額 2,437,726
前期繰越収支差額 26,938,653
次期繰越収支差額 29,376,379

貸 借 対 照 表
令和２年３月31日現在

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　資産の部
　１　流　動　資　産 30,153,908
　２　固　定　資　産
　　（１）基　本　財　産 20,000,000
　　（２）特　定　資　産 8,810,000
　　（３）その他の固定資産 141,910,855

資　産　合　計 200,874,763

Ⅱ　負債の部
　１　流　動　負　債 777,529
　２　固　定　負　債 0

負　債　合　計 777,529

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 0
　２　一般正味財産 200,097,234

正　味　財　産　合　計 200,097,234

負債及び正味財産合計 200,874,763
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A
A

A
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A
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A
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A
A

A
A

A
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A
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A
A

A
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A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
表　
　

彰
◇

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

広
島
東
支
部
（
広
島
）	

頼
實
城
北

近
江
八
幡
支
部
（
滋
賀
）	

橋
本
錦
映

八
女
支
部
（
福
岡
）	

大
久
保
錦
璆

⑧　

全
国
大
会
開
催
地
に
関
す
る
報

告

　
　

２
年
度　

山
口
県

　
　
　
（
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。）

　
　

３
年
度　

北
海
道
道
南

　
　
　
　
　
　

９
月
26
日
（
日
）

　
　

４
年
度　

愛
知
県

　
　

５
年
度　

滋
賀
県
（
立
候
補
）

⑨	

会
議
日
程
計
画
書

⑩	

全
国
師
範
会
決
算
書

☆
会
員
増
強
表
彰

【
個
人
表
彰
】（
年
間
５
名
以
上
を

　
　
　
　
　
　

入
会
さ
せ
た
方
）

　
　

本
村
錦
香　
（
鹿
児
島
）

　
　

野
瀬
城
夏　
（
滋　

賀
）

　
　

山
下
城
音　
（
長　

崎
）

　
　

井
上
錦
賀　
（
広　

島
）

　
　

西
川
錦
洸　
（
広　

島
）

　
　

和
田
錦
堯　
（
東　

京
）　

☆
錦
友
三
〇
〇
号
発
行
記
念

【
編
集
担
当
者
】

　
　

村
山
城
機　
（
東　

京
）

　
　

佐
藤
錦
杲　
（
神
奈
川
）

　

会
員
各
位
に
は
、
令
和
２
年
度
の

事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
本
部
長
の
交
替
◇

鍜
治
錦
代　

愛
知
県
本
部
長

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

北
田
錦
晶　
（
神
奈
川
県
）　

２
・
３

長
谷
川
錦
市（
東
京
都
）　
　

２
・
３

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
２
年
７
月
〜
３
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

◆
第
２
回
指
導
者
講
習
・
研
修
会

・
３
年
２
月
25
日
（
木
）～26

日
（
金
）

・
京
都
市

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
の
催
事
の
ご
案
内
の
う
ち
、

福
岡
県
本
部
50
周
年
記
念
大
会
は
、

福
岡
県
大
会
＝
詩
舞
道
錦
城
流
福
岡

県
50
周
年
記
念
＝
の
間
違
い
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

２
・
３
・
11
よ
り

２
・
６
・
20
ま
で

５
月
11
日　

常
務
理
事
会

新
入
会
員
の
紹
介

（
３
／
１
〜
６
／
10
）　 

大
口
道
場　

長
井　

修　

小
倉
支
部　

中
村
義
雄

平
東
支
部　

渡
邉
諄
二　
　
　

三
日
月
道
場　

久
保
田
照
美

鹿
児
島
支
部　

鶴
園
智
子　

窪　

清

美　
　
　

日
野
支
部　

山
下　

晃

沼
隈
支
部　

滝
口　

輪　

長
崎
支
部　

大
塚
和
枝

水
巻
支
部　

大
山
政
子

久
留
米
道
場　

秀
島
万
智
子

藤
沢
支
部　

奥
山
雅
子

わ
い
わ
い
吟
詠
部　

青
柳
節
子

函
館
支
部　

近
藤
正
輝

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

新
型
コ
ロ
ナ
封
じ
で
流
行
中
の

 

「
ア
マ
ビ
エ
」
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令和２年度　事業計画書
令和２年4月1日から令和３年3月31日まで

〔事業計画〕

事業⑴　吟詠、詩舞、琵琶に関する公演の実施（12,918千円）
　　　一．詩吟全国大会・・・（中止になりました）　　

　　　二．詩舞全国大会・・・（中止になりました）　　

事業⑵　吟詠、詩舞、琵琶に関する講習会、研修会の実施（4,314千円）
　　　一．全国詩吟講習・研修会

　　　　　　　令和２年度第一回指導者講習・研修会・・・（中止になりました）

　　　　　　　令和２年度第二回指導者講習・研修会

　　　二．全国詩舞講習・研修会

　　　三．全国琵琶講習・研修会

　　　四．傘下認可団体各都道府県本部講習・研修会

事業⑶　公演のための邦楽、洋楽を含む総合芸術の調査並びに自主制作の実施（2,545千円）
　　　一．琵吟舞曲の自主制作・調査研究

　　　二．琵琶芸術の振興

事業⑷　吟詠、詩舞、琵琶に関する図書の刊行、機関誌の発行（2,338千円）
　　　　　　機関誌「錦友」の発行　301号～ 304号の4回発行

事業⑸　吟詠、詩舞、琵琶に関する広報・宣伝の実施（472千円）
　　　　　　ホームページ

事業⑹　吟詠、詩舞、琵琶に関する合同事業への参画実施（1,508千円）
　　　一．吟道之碑顕彰と維持管理

　　　二．日本伝統文化吟友会

　　　三．二十一世紀詩歌朗詠懇談会

　　　四．他会等との交流

事業⑺　吟詠、詩舞、琵琶の普及並びに振興を目的とする団体への支援
　　　　本会傘下認可団体の大会公演への後援（1,100千円）
　　　一．都道府県本部大会・・・（すべて中止になりました）

　　　二．支部・道場・吟詠部大会

　　　三．公開発表会・開拓普及発表会

事業⑻　その他、各号に定める事業に関する事業（458千円）
　　　　表彰事業の実施及び特別賛助会員の募集事業
　　　一．会員増強に対する表彰

　　　二．その他の表彰

　　　　　 功労表彰

　　　三．本会の趣旨に賛同し、後援者である特別賛助会員を募集する

事業⑼　不動産賃貸業（480千円）
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錦
城
会
最
高
諮
問
委
員
、
錦
城
流

宗
範
丸
山
城
壮
先
生
が
５
月
16
日
、

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
88
歳
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
の
た
め

の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
中
で
、
先

生
の
ご
指
導
も
中
止
の
な
か
で
の
突

然
の
訃
報
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
の
絶
大
な
る
ご
功
績
に

対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
本
会
の
行
く
末
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

合
掌　
　

―
総
本
部
―

丸
山
城
壮
先
生
ご
逝
去

錦
城
会
最
高
諮
問
委
員

錦　

城　

流　

宗　

範

　

令
和
２
年
５
月
16
日
、
丸
山
城
壮

宗
範
の
ご
逝
去
に
接
し
、
同
い
年
87

才
で
私
よ
り
３
ヶ
月
兄
の
先
生
の
ご

逝
去
に
、
し
ば
し
唖
然
と
し
て
、
我

を
忘
れ
、
呆
然
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
先
生
は
、昭
和
29
年
、

流
祖
が
鹿
児
島
よ
り
東
京
都
世
田
谷

区
梅
丘
に
居
を
構
え
、
錦
城
流
と
し

て
発
足
し
て
ま
も
な
く
、
流
祖
の
吟

詠
に
魅
せ
ら
れ
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

爾
来
、
一
心
に
流
祖
を
支
え
、
錦

城
流
が
全
国
に
発
展
す
る
に
し
た

が
っ
て
全
国
を
行
脚
さ
れ
、
そ
の
名

を
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
と
共
に
、

全
国
の
吟
界
に
も
、
髭
を
蓄
え
た
壮

士
然
と
し
た
先
生
を
知
ら
ぬ
者
は
い

丸
山
城
壮
宗
範
ご
逝
去
に
寄
せ
て

宗
家　

山　

元　

錦　

城

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
33
年
５
月
１
日
「
錦
友
」
第

一
号
発
行
時
は
会
員
一
五
〇
名
で

あ
っ
た
と
、「
錦
友
」
二
〇
〇
号
に

副
会
長
・
総
師
範
と
し
て
記
事
を
寄

せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
錦
友
」
機
関
誌
も
三
〇
〇
号
を

越
え
、
三
〇
二
号
に
先
生
の
訃
報
を

掲
載
す
る
こ
と
は
真
に
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
錦
城
会
今
日
あ
る
を
思
う

と
き
、
先
生
の
功
績
は
言
葉
に
尽
く

せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

心
の
底
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
、

た
だ
、
ひ
た
す
ら
に
御
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
の
み
で
す
。
や
す
ら

か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

 

宗
範
丸
山
城
壮
先
生
の
突
然
の
悲

報
に
接
し
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

 

令
和
２
年
１
月
錦
友
三
〇
〇
号
を

記
念
し
て
の
丸
山
先
生
の
お
言
葉
の

中
に

〝
北
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

南
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

吟
界
の
皆
様
お
健
や
か
で
お
ら
れ

ま
す
か
？

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。〟

と
ご
ざ
い
ま
す
。
丸
山
城
壮
先
生
の

心
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
最
後
の
言
葉

だ
っ
た
と
思
う
こ
と
で
す
。

　

先
生
は
昭
和
31
年
10
月
、
流
祖
に

御
縁
を
い
た
だ
か
れ
、〝
入
会
以
来
、

流
祖
の
片
腕
と
な
り
、
献
身
的
な
活

動
が
始
ま
っ
た
〟
と
錦
城
会
25
年
誌

に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
吟

道
一
途
」
に
尽
く
さ
れ
た
尊
い
ご
生

涯
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
9
月
25
日
に
流
祖
が
他

界
さ
れ
て
か
ら
43
年
、
発
足
当
時
よ

り
流
祖
と
共
に
全
国
各
地
に
同
行
さ

れ
、
興
隆
の
熱
情
を
燃
や
し
、
活
動

し
て
お
ら
れ
た
当
時
の
お
姿
が
し
の

ば
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
43
年
、
在
米
吟
詠
界

の
招
き
に
応
じ
２
カ
月
間
、
流
祖
、

丸
山
城
壮
先
生
、

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

宗
範　

本　

村　

錦　

香

丸
山
先
生
に
帯
同
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
、
袴
姿
に
て
歩
か
れ
た
米
国
で

の
活
躍
、
日
系
人
の
方
々
と
の
琵
琶

の
交
流
、
吟
詠
大
会
、
そ
し
て
慰
問

な
ど
脳
裏
を
め
ぐ
り
ま
す
。そ
の
間
、

流
祖
の
代
筆
と
し
て
、
訪
れ
た
地
域

の
方
々
へ
、
そ
の
都
度
、
お
礼
の
こ

と
ば
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
お
ら
れ
た

お
姿
も
頭
の
下
が
る
思
い
出
の
一
つ

で
す
。

　

全
国
各
地
区
の
錦
城
流
第
一
期
の

総
師
範
の
先
生
方
も
既
に
他
界
さ

れ
、
流
祖
の
も
と
に
逝
か
れ
ま
し

た
。
流
祖
が
〝
よ
く
勤
め
て
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
ね
〟
と
温
か
く
お
迎
え

下
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

丸
山
城
壮
先
生

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

世
の
中
、
コ
ロ
ナ

自
粛
で
自
由
な
行
動

を
制
限
さ
れ
る
毎
日

で
す
。
こ
ん
な
日
が

来
る
と
は
思
い
も
し

な
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
の
自
粛
の
時
間
を

ど
う
過
ご
す
か
？
前

向
き
に
考
え
ま
し

た
。
不
得
手
な
事
を

少
し
で
も
克
服
し
よ

う
！
と
。
着
物
の
着
付
け
、
詩
舞
の

衣
装
の
着
付
け
。
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま

い
な
の
で
、
詩
吟
の
稽
古
は
、
裏
の

方
に
広
が
る
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
や
川

沿
い
を
散
歩
し
な
が
ら
、
雲
雀
や
雀

と
一
緒
に
大
き
な
声
で
発
声
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
野
花
や
れ
ん
げ
畑
、

麦
畑
の
色
の
変
わ
り
ゆ
く
様
子
に
季

節
を
感
じ
な
が
ら
の
散
歩
は
、
気
が

晴
れ
ま
す
。

　

詩
文
の
意
味
や
作
者
の
事
を
調
べ

て
勉
強
し
よ
う
。
ま
だ
ま
だ
、
や
り

た
い
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
事
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
と
に

も
か
く
に
も
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な

い
。
体
力
、
気
力
の
維
持
に
努
力
す

る
し
か
な
い
で
す
ね
。

　

今
で
き
る
事
を
考
え
て
や
る
！

（
福
岡
中
央
道
場　

江
口
錦
道
）　

　

自
粛
ム
ー
ド
で
気
が
滅
入
り
ま
す

が
、私
た
ち
に
は
詩
吟
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
、
全
身
を
使
っ
て
朗
々
と
吟
ず

る
と
ス
カ
ッ
と
し
ま
す
。
詩
吟
を
始

め
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
錦
城
会
に

感
謝
！

　
　
（
福
岡
中
央
道
場

中
伝
・
江
頭
英
世
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

ま
ず
は

あ
な
た
か
ら　
声
か
け
を

（
会
員
増
強
の
た
め
の　

声
か
け
推
進
標
語)

（
錦
城
会
員
向
け
）

不自由を自由に
どう過ごす

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
範
、
当
会
最

高
諮
問
委
員
で
あ
ら
れ
た
丸
山
城
壮

先
生
の
突
然
の
訃
報
は
、
私
の
学
生

時
代
か
ら
60
有
余
年
に
亘
っ
て
、「
丸

さ
ん
、
丸
さ
ん
」
と
親
し
く
お
付
き

合
い
さ
せ
て
頂
い
た
者
に
と
っ
て

は
、
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
確
か
、
国
士
舘
高
校
の
体

育
の
教
師
を
し
て
お
ら
れ
て
、
柔
道

と
か
水
泳
を
指
導
し
て
い
た
と
聞
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
水
泳

は
高
校
時
代
に
県
を
代
表
す
る
位
の

成
績
を
残
さ
れ
た
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
先
生
が
、
錦
城
流
初
代
宗
家
・

流
祖
山
元
錦
城
先
生
に
出
会
い
、
そ

の
人
柄
と
吟
力
に
惹
か
れ
、
人
生
の

後
半
の
全
て
を
捧
げ
て
錦
城
流
の
普

及
発
展
に
努
め
て
来
ら
れ
た
こ
と

は
、
私
た
ち
錦
城
会
会
員
は
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

流
祖
は
、
数
多
く
の
プ
ロ
の
吟
詠

家
を
育
て
ま
し
た
が
、
そ
の
第
一
番

目
が
先
生
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

先
生
と
の
思
い
出
は
沢
山
有
り
ま

す
が
、
ま
だ
学
生
の
頃
、
宗
家
の
お

供
を
し
て
九
州
地
方
に
吟
詠
普
及
の

旅
を
し
た
時
、
ま
る
で
弥
次
喜
多
道

中
の
よ
う
に
宗
家
の
着
替
え
を
入
れ

た
バ
ッ
グ
を
天
秤
棒
に
刺
し
て
丸
山

先
生
が
前
、
私
が
後
ろ
を
担
い
で
汽

丸
山
城
壮
先
生
を
偲
ん
で

会
長　

城　

戸　

城　

濤

車
に
乗
っ
た
り
、
目
的
地
ま
で
歩
い

た
り
し
た
事
な
ど
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
錦
城
会
の
特
別
番
組
、
琵

吟
舞
物
語
の
第
一
作
目
で
あ
る
『
義

経
の
最
期
』
の
初
演
か
ら
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
長
く
担
当
さ
れ
、
そ
の
独

特
の
ソ
フ
ト
で
あ
り
な
が
ら
力
強
い

語
り
口
は
、
今
で
も
耳
に
焼
き
付
い

て
い
ま
す
。

　

先
生
は
、本
当
に
優
し
い
人
柄
で
、

振
り
返
っ
て
み
て
も
、
先
生
が
怒
っ

た
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。大
き
な
体
に
大
き
な
目
玉
、

髭
を
生
や
し
た
風
貌
は
、
弁
慶
の
再

来
か
？
と
思
わ
せ
る
も
の
が
有
り
ま

し
た
が
、
弱
い
く
せ
に
お
酒
が
滅
法

好
き
で
、
私
の
家
に
泊
ま
っ
た
時
な

ど
は
、
随
分
楽
し
く
飲
ん
だ
も
の
で

し
た
ネ
。

　

先
生
の
往
生
の
様
子
を
奥
様
に
お

聞
き
す
る
と
、
ま
る
で
弁
慶
の
立
ち

往
生
よ
ろ
し
く
、
ト
イ
レ
の
便
座
に

座
っ
た
ま
ま
、
静
か
に
眠
る
よ
う
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
と

の
事
で
し
た
。

　

先
生
ら
し
い
往
生
だ
っ
た
な
と
、

心
か
ら
敬
服
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

こ
れ
か
ら
も
錦
城
流
・
錦
城
会
の
こ

と
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ
る
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
お
別
れ
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

　

先
生
の
訃
報
を
知
っ
た
の
は
5
月

19
日
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡

大
で
、
ど
の
会
場
も
使
わ
せ
な
い
状

況
の
中
で
、
一
人
指
導
も
ま
ま
な
ら

ず
途
方
に
暮
れ
る
時
期
で
し
た
。

　

今
年
2
月
26
日
に
お
会
い
し
て
お

元
気
な
雄
姿
を
拝
見
し
て
の
後
、
真

近
な
ご
逝
去
に
、
た
だ
た
だ
胸
が
詰

ま
り
ま
す
。
病
名
は
心
不
全
で
、
ま

も
な
く
88
才
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
の
悲
し
い
お
別
れ
で
し
た
。

故
丸
山
城
壮
先
生
を
失
う
事
の
辛
さ
、

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て

副
会
長　

金　

子　

城　

大

　

私
が
、先
生
と
お
会
い
し
た
の
は
、

国
士
館
高
等
学
校
に
入
学
し
た
、
昭

和
34
年
の
夏
、
詩
吟
部
に
入
部
い
た

し
ま
し
た
の
が
、
ご
縁
の
始
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
総
本
部
は
、
世

田
谷
区
吉
原
家
の
借
家
に
あ
り
ま
し

て
、
錦
城
流
流
祖
・
山
元
錦
城
先
生

が
指
導
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

錦
城
会
の
入
会
は
、
昭
和
35
年
で
し

た
。
そ
の
時
代
の
吟
界
は
、
戦
後
の

米
国
戦
時
下
体
制
に
よ
る
日
本
伝
統

音
楽
の
禁
止
が
解
か
れ
、
吟
詠
が
再

び
脚
光
を
浴
び
る
兆
し
の
中
で
、
流

祖
・
山
元
錦
城
先
生
の
吟
声
は
、
東

京
都
民
を
感
動
さ
せ
魅
了
し
て
お
り

ま
し
た
。
名
も
知
ら
れ
な
い
詩
吟
朗

詠
錦
城
流
は
、
流
祖
の
卓
越
し
た
努

力
と
忍
耐
に
よ
っ
て
大
き
く
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
た
故
丸
山
城

壮
先
生
の
昼
夜
に
亘
る
ご
尽
力
に

は
、
多
く
を
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
当
時
の
錦
城
会
総
本
部
は
、

相
談
役
顧
問
・
岩
本
東
洋
、
理
事
長
・

大
塚
城
聖
、
副
理
事
長
・
丸
山
城
壮
、

中
野
城
昌
、
常
任
理
事
・
内
之
倉
錦

光
、
矢
野
城
孝
、
浜
野
城
将
、
椎
名

城
虎
先
生
を
始
め
他
先
生
方
で
運
営

の
基
礎
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

故
丸
山
城
壮
先
生
は
、
昭
和
33
年

に
入
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
錦
城
会
に

お
け
る
地
方
組
織
の
拡
大
と
合
わ

せ
、東
京
の
会
員
の
増
加
は
著
し
く
、

総
務
、
渉
外
、
指
導
補
佐
員
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
功
績
は
、
何
物
に
も
代

え
ら
れ
な
い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

先
生
は
、
一
見
風
変
わ
り
で
、
履

物
は
下
駄
・
袴
・
鬚
の
印
象
で
、
頑

固
一
徹
で
、
激
し
い
気
性
で
す
が
、

と
て
も
優
し
い
面
も
持
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
な
ん
せ
、
涙
も
ろ
い
。
学
生

が
好
き
。
詩
吟
が
好
き
。
何
処
で
も
、

ど
ん
な
場
所
で
も
詠
っ
て
見
て
と
促

し
ま
す
。
教
え
る
事
が
大
好
き
な
先

生
。
あ
の
大
き
な
目
が
訴
え
て
き
ま

す
。
日
本
広
し
と
言
え
ど
も
、
こ
の

吟
界
で
生
計
が
成
り
立
つ
難
し
さ
を

実
践
さ
れ
、
立
派
に
初
志
を
貫
徹
さ

れ
ま
し
た
事
は
、後
に
続
く
後
輩
に
、

勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
一
生
を
、
詩
吟
朗
詠
錦
城
流

と
共
に
歩
ま
れ
た
先
生
。
長
年
ご
苦

労
様
で
し
た
。
天
国
で
、
流
祖
か
ら

ご
指
導
を
受
け
て
下
さ
い
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　合

掌

A
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A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

見
え
な
い
も
の
と
の
闘
い

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

人
類
に
与
え
ら
れ
た
平
等
の
試
練

「
静
動
一
如
」
「
目
の
玉
動
か
ず
し

て
両
脇
を
見
る
」
の
精
神
で
・
・
・

光
に
至
る
道
は
長
く
険
し
い

こ
こ
は
同
志
と
な
っ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う

お
会
い
す
る
日
を
楽
し
み
に

東
本
錦
怜
（
福
岡
県
）

何がかくれているでしょう？

君
正解は「コ」「ロ」「ナ」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
、
愛

知
県
本
部
全
体
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、

緊
急
事
態
宣
言
解
除

を
受
け
て
、
５
月
24

日
、「
満
99
才
」
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
水
野
錦
沙
さ
ん
の

祝
い
の
会
を
、
名
古

屋
北
支
部
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
、
元
気
な
姿

　

一
三
〇
〇
年
も
過
ぎ
た
李
白
の
詩

に
親
し
み
と
郷
愁
を
感
じ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
通
り
、
中
国
を
代
表
す

る
唐
の
詩
人
で
、
の
ち
詩
仙
と
称
さ

れ
、
漢
詩
で
は
日
本
人
に
最
も
知
ら

れ
、
錦
城
流
で
も
私
が
知
る
28
編
ま

で
18
詩
登
場
は
最
多
で
す
。

　

私
は
、
酒
が
好
き
で
、
酒
の
失
敗

は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

泥
酔
詩
仙
と
も
言
わ
れ
る
李
白
が
大

好
き
で
す
。「
山
中
対
酌
」
な
ど
酒

に
関
す
る
詩
は
数
多
く
、
翌
日
別
れ

を
惜
し
ん
で
「
贈
汪
倫
」、
前
夜
の

楽
し
い
飲
み
会
の
様
子
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。

　

一
方
、「
月
下
独
酌
」「
静
夜
思
」「
山

中
問
答
」
の
よ
う
に
一
人
風
情
に
ひ

た
り
、
望
郷
の
念
や
自
問
に
ふ
け
る

こ
と
も
。
こ
の
よ
う
に
詩
の
巾
の
広

さ
は
、
人
生
の
大
半
、
放
浪
の
旅
を

し
た
こ
と
で
、
多
く
の
情
景
、
様
々

な
人
た
ち
と
の
出
会
い
に
よ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
の
杜
甫

と
劇
的
な
出
会
い
も
あ
り
ま
す
。
意

気
投
合
し
て
一
年
半
旅
を
共
に
し
ま

す
。
絶
句
の
李
白
、
律
詩
の
杜
甫
、

時
の
超
大
ス
タ
ー
。
名
が
知
れ
よ
う

李
白
は
日
本
人
の
ル
ー
ツ

宮
城
県　

竹　

山　

城　

雪

も
の
な
ら
大
騒
ぎ
だ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
李
白
42
才
、
名
声
が
玄
宗

皇
帝
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
宮
廷

に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
自
由
奔
放
、
酒
に
よ
る
無
礼
講

の
数
々
に
、
皇
帝
も
宮
廷
の
貴
族
た

ち
も
た
ま
ら
ず
、
一
年
半
で
追
放
さ

れ
ま
す
。

 

時
は
流
れ
、55
才
、懲
り
た
は
ず
が
、

今
度
は
玄
宗
皇
帝
の
息
子
・
永
王
に

幕
僚
と
し
て
招
か
れ
ま
す
。
が
、
そ

の
後
、
反
乱
軍
の
一
味
と
し
て
捕
ら

わ
れ
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
流
刑
と
な

り
ま
す
が
、
道
中
放
免
さ
れ
ま
す
。

そ
の
帰
途
に
詠
ん
だ
の
が
「
峨
眉
山

月
歌
」「
早
発
白
帝
城
」
58
才
。

 

少
し
逸
れ
ま
す
。
日
本
の
文
化
・

文
明
の
伝
播
は
、
朝
鮮
半
島
経
由
で

始
ま
り
ま
す
が
、奈
良
時
代
に
な
り
、

国
家
間
の
派
遣
と
し
て
遣
隋
使
に
続

い
て
六
三
〇
年
か
ら
遣
唐
使
が
始
ま

り
ま
す
。
唐
は
、
こ
の
時
期
、
隆
盛

を
極
め
（
盛
唐
）、
国
家
芸
術
の
漢
詩

は
黄
金
期
に
あ
り
ま
し
た
。
平
和
が

続
き
、
江
戸
時
代
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、庶
民
に
も
文
化
は
広
が
り
、

数
千
年
の
中
国
の
歴
史
で
最
も
輝
い

た
時
代
に
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
李
白

た
ち
が
い
ま
し
た
。
23
回
に
及
ぶ
遣

唐
使
に
よ
っ
て
、
仏
教
や
今
日
に
至

る
日
本
国
の
根
幹
と
な
る
律
令
制
度

や
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
が
持
ち
込
ま
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
期
こ
そ
日

本
国
形
成
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
始
ま
り

と
考
え
ま
す
。
同
時
に
、
漢
詩
も
伝

わ
り
、
日
本
に
お
け
る
文
学
の
起
点

と
な
り
ま
す
、
つ
い
で
な
が
ら
、
和

歌
も
漢
詩
が
原
点
で
す
。
つ
ま
り
、

私
達
の
感
性
の
ル
ー
ツ
は
、
唐
の
李

白
た
ち
に
た
ど
り
着
く
の
で
す
。

　

こ
の
頃
（
七
五
〇
年
）、
遣
唐
使

の
留
学
生
と
し
て
安
部
仲
麻
呂
が

や
っ
て
来
ま
す
。
あ
の
玄
宗
皇
帝
に

才
を
認
め
ら
れ
王
朝
に
登
用
さ
れ
ま

す
。こ
の
時
期
、李
白
も
宮
廷
に
あ
っ

て
親
交
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
仲
麻

呂
は
、
か
な
り
経
っ
て
か
ら
帰
国
の

許
が
お
り
ま
す
が
、船
が
難
破
し
て
、

願
い
が
叶
わ
ず
唐
で
客
死
し
ま
す
。

望
郷
を
詠
ん
だ
「
無
題
」、和
歌
「
天

の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
」
が
あ
り
ま

す
。
遣
唐
使
は
、
そ
の
後
、
渡
航
の

危
険
度
の
高
さ
（
無
事
帰
還
は
三
割

程
度
）
と
唐
の
衰
退
も
あ
り
、
苦
慮

し
た
菅
原
道
真
が
八
九
四
年
、
中
止

を
建
言
、
以
降
今
日
ま
で
か
つ
て
の

交
流
は
途
絶
え
ま
し
た
。

　

翻
っ
て
、
現
代
漢
詩
は
、
ど
の
よ

う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
中
国
で
は
、
教
本
に
周
恩
来
の

「
雨
中
嵐
山
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本

留
学
の
帰
途
、
京
都
に
遊
ん
だ
時
の

詩
で
、
青
年
・
周
恩
来
が
前
途
を
期

し
て
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
、
覚
悟
を
詠

ん
だ
も
の
で
、
格
調
高
い
詩
文
は
、

ま
さ
に
唐
の
漢
詩
を
受
け
継
い
で
い

ま
し
た
。
日
本
に
於
い
て
は
、
文
学

者
は
さ
て
お
き
、
少
数
の
私
た
ち
が

詩
吟
を
通
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
盛

唐
文
化
を
ほ
ん
の
少
し
継
承
し
て
い

る
と
思
う
と
、
気
恥
ず
か
し
い
な
が

ら
誇
ら
し
く
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

流
祖
そ
し
て
二
代
目
宗
家
に
よ
る
高

度
に
洗
練
さ
れ
た
作
曲
に
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
現
在
の
日
本
の
事
情
で
す

が
、
社
会
全
般
が
窮
屈
で
混
沌
と
し

て
若
者
の
多
く
が
生
き
ず
ら
い
と
感

じ
、
将
来
に
希
望
が
持
て
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
人
間

本
来
の
感
性
で
書
か
れ
た
漢
詩
を
勧

め
た
い
も
の
で
す
。
忘
れ
た
歌
を
思

い
出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
期
は
李
白
に
倣
い
、
一
人
月
夜

に
小
舟
を
泛
べ
月
見
の
宴
、
泥
酔
し

て
水
面
に
映
る
月
を
つ
か
も
う
と
身

を
乗
り
出
し
ド
ボ
ー
ン
、
一
巻
の
終

わ
り
。
と
、
し
か
し
、
そ
の
後
を
想

像
し
て
、や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

李
白
61
才
、
私
は
、
そ
れ
よ
り
11
年

長
生
き
中
で
す
。
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水野錦沙総教師範

〝百寿の祝〟を開催

の
本
人
を
前
に
、
村
瀬
城
博
前
県
本

部
長
、
鍛
治
錦
代
県
本
部
長
の
お
祝

い
の
言
葉
、花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
、

和
歌
「
九
十
九
の
坂
」
の
朗
詠
等
が

あ
り
、
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
会
50
年
、
百
歳
の
峰
に
か
か
る

水
野
さ
ん
、
喜
び
に
感
動
し
、
胸
に

迫
る
思
い
で
し
た
。
終
わ
り
に
、「
長

寿
の
源
は
？
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、

毎
晩
欠
か
さ
な
い
「
一
合
の
日
本
酒

が
楽
し
み
」
と
の
即
答
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
後
日
の
礼
状
に
「
・
・
・

50
年
前
の
詩
吟
と
の
出
会
い
が
、
私

の
人
生
に
潤
い
や
輝
き
に
満
ち
た
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
、
ひ
と
え

に
感
謝
・
・
・
」
と
あ
り
ま
し
た
。

（
名
古
屋
北
支
部　

鈴
木
錦
蒼
）


